
（様式第2．く三））  

識別番号・報告国数  B－0了019392  一般的名称  削ヒマグネシウム  

担当医等の意見  ・報告企業等の意見  
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今後の対応．  

＼．  

ヒ  芝誓轟孟宗晋瑠隻手預言：  
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送信者による診断名  一幕一次情報源  によ・り報告された副作用／有事事象  

高マグネシウム血痕  

黒榊告件数・便用上の注意記載状況等  

讐  熱樗報告件癒，‾‾’’’■▼’■▼  定しで報告する‾i  

モの他叩J作刺高々ケネシウム血症（長期大量投与により発現することがある）  

高マグネシウム血症；（匿  
高マグネシウム血痕による   

・ 
、  報告なし、加07年虔：2件（今回の報告を含む）  

引用文献   

Vor＄ion（11・，0）   

1／l  



・く様式第2く羊））  

唇薬品・副作用・感染症・虚例黒く国内・外面）ノ～  検査及び処置の稽果▲  3／5   

旺別著書・報告画数  B－0了019392  一般的名称  散化マグネシウム  

そめ他の情報の有無  

診断に関連する検査及び処置の一緒果  

来院時JC・S300、板持期血圧70mHg、心拍数80国／分．・  照査の特異、血輝川g紬噂／dし。  

」 ‾ニニこ   

医薬品 副作用▲・感■鱒症／・症例黒（国朴外国） 過去め治療歴昼関す       る情報 

．鱒別番号・報告周数   糾）了019392．・二    第2報■   十般的名称   酸化マグネシウム  

滴疲虚 関連する過去ゐ医薬品使用歴   

●合併症●  治療  
’粗姶白■．   備考  雪の他の記述情報   医薬品名 開始日  終了日   使用   

便秘 鱒綺  

統合失調痕  触犠．・  

由如鱒  船種‘   
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；■ J  
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・く様式第2（屑））  

医薬品 匿梁品■  副昭用●＿感染症■症例東（面内・・外国㌢  評価に臆する情報   

回  8TO70柑892  散化マグネシウム  薇当  

一浪由名称   医翠晶を入手した風 （承認国）  医薬品眼帯名山t） 
始か まで  

官学雛究 た処置．  開始白   終了日      柵隅▼  ゞ．き．姜  再校与による 再発の有無    再投与に   
■1．  白木  故化マグネ・シウム   鱒化マグネシづヰ   不明  

（日本）  

辞師対象とた  1．好転申情報混  顎鮎酢罫房斡女   評価冶果  臼 ■－   

1．  高マグネシウム血症‘  報告者－．  
関連あり  1．．  

高マグネシウム血痘  企葬  Defhitl  
報学された死庖  ■ 剖検   由検一         による死国  

日ldDRÅ  v訂Sion  

4／5  
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（様式・廃2く五））  

医薬品 副作用／感染症■症例痍（国内・外国r  ／声子に関する情報  5／5  

1／1   



（上甥孟宗（＿），  
吻速報儀習号  8増7020b02   級別番号・報告風致  

最新情報入手日  2007年11月30日－  第一報入手巳  2007年11月30日  ◎ 死に至るもの   

生命を脅かすもの  

院期恥紬く 
◎ 

永続的又は夜着な陳書・  
機能不全に陥るもの、   

先天異常を来すもの  

その他の医学的に塁要な状態  

●報阜された死因（死亡の場合）  

頂疾患・合併症・  
既往歴  

過去の副作用筐  
発現国（情報源）  日本（白木）   

患者略名  

新医薬品等の区分  
該当なし  鴎荏時の妊郷間  

医桑晶情報  

投与量  投与期間  
医薬品使用理由  

投与丑／回 国数  開始日  終了日  
重賞カマグG．  敵化マグネシウム   

副作用／有事事象  

副作用／有寄手象名   
く鵬dDRA－PT）’  

副作用／有害事象名   
く帆由OR如ししT）  

投与開始からの   
時間間隔  

最終投与からの   
時間間隔  

．転帰日  

高マグネシウム血痕・  
（高マグネシウム血虚）  

高々ケネシウム血痕  

・副作用・・感染症の発現状j臥症状及び処置等の綾過  

7計鼓、・男性。  

慢性便秘こ対し、長年にわたり敢化マグネシウムが投与されていた．統合失調症、疲知症たて他院入院中、朝細事およぴショッケのため当院  
に救急搬送された「一‾‾T‾叫‾■～叫…・叫・▲…「・・…‥‥・・…－・一一・‖  

来院時、J岱300、．収箱期血即○耶軋∫む拍習如0国／分、：一著明な鼠部膨廟があった。精査嘩畢、高度の高マグネシウム血症（血清Mg20叩／  
引）があり、ICU入院となうた。  
大量輸液、¢8製剤投与、血液透析を施行し、血清晦は12．img／dlませ低下し、意はレベル故華を認めたが、・血卑が保てす翌白死亡した。  
本症例では腎機能は正常であった。  

Vor＄ion（11．0）  摘odDRA・  

1／1   



く株式等2ヒ）．）■  

一般的名称  識別番号・・報告国数  ・8功7020002・   削ヒマグネシウム  

報告企業等の意見  投首医等の意見   

i鼓  

本剤の長期投与中に尭現していることから、関連は否定できない。  

今後とも同様の報卓の収集に努める。  

送信者に 第一次情報源により報告された副作用．／有事事象  

高マグネシウム重症  

累積報層件数・使用上の注意記載状況等  

のため自社品として報告する．  象
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＝ついては紀載■されていない。  
ム）  ．、．  

ム面壷！こ苫葛篭癖われ七し†る死寧町2005年慶：0件、え006年度：0件、乏00 

引用文隠 
資料「軍   

会  ・丸   

MedDRA 
1／・1  

・昔廣優子．  
本救急医学  …   － ・  ■．  

十1  
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（様式第2（三） 

軍楽晶 副作用・感染症  症例震（国内●・●外国）  検査承び処置の結果   3／5  

批別番号・報告画数   糾問20002  こ一般的名称．  酸化マタネシウム  

その他の僧職の有無  

診断に隕逢する検査及  び処置の結果  

一帖dDRA   VQrSion－（1両「「   

医薬品副作用・感染症症例翼■（国内・外剛   過重の治療歴に射る情報  

は別巻与・．報告   BJO702庸蛇   如報   一般的名称  i削ヒマグネシウム  

治療歴  

●合併症・  

開始日   備考  その他の飽海情報   医薬島名  開始日  使用理由  副作崩  
（発現した場合のみ）   

便鱒   原疾患  

統合失調症  既仕歴  

提琴症  既往歴  

L  舶亜RA  l           ■〉8「8ion（11．0）   
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く様式常2 ぐ四））  

医薬品 副作用・感染症 症例票′咽内・外国）  評価に閲す争情報 

細別番号・報告風致  B－0了02Pdo2   第2租   一般的名称■■   故化マグネシウム 

医薬品を入手した国   医薬鼻販売名くLot）   一敗的名称   巳  
く承認国）  た処置 の時間間鴨   

1．．  ■日本  旦学力マグG   敵化マケネシウヰ   平明  
く日料  

評価対象となる副作用／有害事象名  辞鱒や僧職源  底薫晶と副作用／有警事象 の画果関係（評価万捷ト  評価結果 

横7日   ‘菅娼彗宅   こ管論談 の時間何問・  批点るl  

医琴   

l．  高寸ケネシウム中症 企琴  全敗的な観雫評価 可能性小  1．  里強力マ1   
報告された死因  創痍  剖検たよる死因  

恥dDRA 

4／5   

1／1  
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拇別番号・報告画数  β－070封．之46  間違報告習号  医学的確払  死亡日  

2bo†年12月0柑  ■最新情報入手日   欝「報入手白  200丁年1’2月05日  死に至るもの   

生命を脅かすもめ  

◎奈糾問の延長が   

永続的又は窺香な障害・   
機能不全に陥るもの   

先天異常を来すもの 

その他の医学的に重要な状態  

組合された死国  

丁過去の副作用歴  
発現国く情報源）  訂本く乱本）   

患者掩名  

曝盛時の妊娠期間  

医燕晶情報  

投与丑／回 国数  

重賞酸化マグネシウム  酸化マグネシウム  

副作用／有害事象  

時間間隔  

廟始からの  最終投与からの  車云帰  寺開聞隋        未   
副作用／有事事象名   

・く…odDRÅ一PT）  

副作用／有事事象名   
（ModDRA－LLT）  

持続期間  発現日  車云帰日  

高々ケネシウム血痕  
（高々グネシウム血痕）  

星・王  革マグネシウム血嘩  

副作用・感染症の発現状況、慮状及び処置等の線過  

78歳男性。統合失偶症および認知症にて他院入院中、・剋桝事およぴショックのため当頓に救急鱒速された。  
廃院剛鰯Op■∴収縮期血圧70mHg、心拍数8咽／分、一書明寧闊部鱒勅埼っ．た。  
精査の僧果，高度の高マケネーシウム血症（血清陶鱒叩／dL）．が 

． 

ModDRA  V即8io〔く10．1）   

・1／1  
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医薬品 副作用  感染症一・∴症例幕●く国内・外国）  検茸及び処置の稽果  3／5   

比利春卑・報告国数   ．B－07021246  一般的名称  散化マグネシウム  

単位  

その他の情報の有無  

診断に関連する検査及び処置の結果  

胆dt  

（臥外国） 過去の治療塵卿る情報  

召d   ■マ ネシム  

治療革  腑逢する過去の医薬品僅’   

●合嘩・  治療  
開始月■   備考  その他の記劉官報   医薬品名   開始日  慣界   

便  弛続  

鱒合失調症 鱒続  

認知症  確統一   

t  



く様式第2 く四））  

医薬品 副作用・．●感染症∵症例震（野内・外画）  評価に関する情報  4／5   

細別番号・報告国数  B・可7qヱ1246   第岬   一般的名称・   蝕化マグネシウム 披当なし   

医薬品を入手した国 （承認国）  
医薬品肢売名（Lot）  一般的名称   

筐無品に対 して取られ・● 七丸正  開始日 終了日   管主詳等－ ．の時間的隅  荊茶．．i  再投与による 再発の有無  再投与により再余した馴乍用名   
1．  日本 ヽ  投与中止  

（日本）   

評価対象となる．制作用／野草事象名  絆価の情報源  糟鮎駅鮎書評象  辞鹿結果 医薬品に関するその他情報   

1．  高マケネシウヰ血痕 報告者  髄蓮あり  1l五郎批マグ如 ム・   

報告された死魯  剖検  如検による死因  

…odDRA  v即さion（10．1）  

1  t．  

l／1   

1  
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しり  （様式第2 く－））  

馳別番号・粗昔包数  間違報告書号  B，08006554   ■機構処理欄  

革新†青輯入手巳  か08年08月＝日  2008年06月11日  報告された死因く死亡の場合）   死に亘るもの   

生命を脅かすもの  

◎怠誓書管金剛間の延長が   
永続的又は愚者な障害・   
機能不全に陥るもの   

先天異常を来すもの   

その他の医学的に星章な状態  

原疾息・合併症・  
既往匿  

過去の副作用丘  

発現園（情報顔）  日本く日本）  

腎機能陣琶  
患者略名’   

新医薬品等の区分  
該当なし  特需時の妊娠期間  

医轟晶情報  

投与期間  
医薬品使用理由  

投与土ノ国 画数  開始日  終7日   
酸化マグネシウム  酸化マグネシウム  

緯下薬による補助 療法  

副作用／有事事象  

副作用／有害事象名   
川Odt）RトPT‘）．  

副作用／有事事象名   
く抽odD恥LT）  

投与開始からの   
時間間隋  

最終投与からの   
時間間隔  

▲転帰日  

・高マグネシウム血痕   
く高Mg血痕）  

非・王  罵マグネシウム血症  

副作用‘怒染症の発現状況、症状及び処寧等の経過  

緩下剤にさり高鱒血症ききたした高齢軍使性腎隆能低下の丁例・98鼓、女性．慢性腎機能低下（ミーCr：1．4mg仙）あり。痘匿より軍期矧＝往  

診を受けていたが自力歩行も可能七認知症もなし。  
2007／0．1／07  

食思不振。  
2的7／加ノ13  

活気なく返答も不可となった。  
2007／0 
さらに意はレベルの低下がみられ当碗に紹れ入焼時、意緻レベル融篤ト20、血野6／飢＝血Hg、路面潮紅 
められた。8UN53．9mg／dL、S－9r．2．けmg／dL．動脈重液ガスではPO2が76．3mHg、P002が引．8mHgで呼吸抑制が構われた。級化マグネシウ  
ムt・5g／白を長期に連用してお・り潮見から毛高M血痕が疑われたため同眉より血液透析を開始．血清柑直隼人晩晴・6．†mg／dしくれ：1．ト2．6mg／  
dし）であったが計さ直の申渡透析により2．4m〟dL書七倍下し、意織嘩層などゐ異常所見も入院柑日一には完全に消失した。S－¢「値は透析後1．3  
mg／dLとなり以後それを維持した。  

鮎dDRA  V8十8ion・（1110）  

l／・l   
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く株式等之く四））  、  

医薬品 副作用．て感染症■症例幕（国内ノ外国） 評価に関する情隕   

拇列番号・報告国劇  ●軒080065・54   郵訂、   一般的各称   故化マグネシウム  

琴薬品を入手した国 
医祭晶販売革（しot）   

医薬品に対  

く承認国）  
一般的名称  して取られ  

た処置． の鱒仲間隔   

醇化マグネシウム   故町マグネシウム   不・明  

緯ナ巳   管娼讐等   ■棄． の時間間隔  耳栓与による 再発の有柵  得手   
評価対象とな嵐副作用／宥善事魚名  絆価の情報源  医薬品と副作用／有害事象  評価結果  匿詫晶l   

1．  高マグネシウム血症 申告者  関連あり  1」酸化マグ言古  

高マグネシウム血症  企業 Poさiible 

報号された死因 剖検  剖検，こよる死囲  

M8dDRA  〉¢r   

1／1   
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